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神

島

所

感

少
年
の
頃
、
日
本
海
大
海
戦
を
沖
ノ
島
に
あ
っ
て
卸
に
は
寂
蓼
感
が
強
過
ぎ
る
よ
う
だ
。
老
体
に
と
っ
て

戦
し
た
Ｓ
圭
ぼ
今
年
八
十
一
歳
、
老
後
十
餘
年
を
こ
は
、
煩
わ
し
い
世
間
が
な
く
宗
像
大
神
の
神
聖
な
懐

の
孤
島
の
主
と
し
て
奉
仕
し
て
き
た
が
、
寄
る
年
波
は
は
ま
さ
に
天
国
と
言
え
る
。

争
え
ず
、
』
怠
気
軒
昂
弁
説
蛾
達
で
も
老
体
は
怠
の
如
く
匠
は
岩
を
う
つ
波
音
だ
け
で
あ
る
が
、
夜
は
背
後
の

動
か
ず
遂
に
入
院
と
な
っ
た
。
そ
の
後
退
院
し
て
白
宅
密
林
に
端
っ
て
く
る
海
鳥
の
泣
声
が
凄
い
。
通
称
お
が

涼
食
し
て
い
る
が
、
も
う
再
度
の
勤
務
は
難
し
い
。
島
ち
と
い
う
仙
千
何
万
か
が
、
暗
黒
の
中
に
赤
ん
坊
で
も

の
燈
台
凶
は
十
口
或
は
十
数
日
毎
に
、
保
安
庁
の
巡
視
締
め
つ
け
る
か
の
よ
う
に
、
泣
き
わ
め
い
て
新
参
の
耳

船
に
よ
っ
て
勤
務
父
代
が
行
わ
れ
て
い
る
。
Ｓ
老
に
に
悲
桶
感
を
呼
び
眼
れ
な
い
。
束
の
白
む
頃
一
斉
に
海

代
っ
て
辺
推
筥
神
職
は
、
燈
台
域
に
合
せ
て
渡
蝿
奉
仕
洋
に
飛
び
寸
弓
。
ど
こ
に
出
稼
ぎ
に
行
く
の
か
知
ら
な

が

始

ま

っ

た

。

い

。

秋
の
快
哨
気
詮
以
外
め
っ
た
に
朧
地
や
他
出
の
影
は
鰍
や
蛇
は
僻
な
い
が
、
夜
の
海
届
と
共
に
厄
介
な
の

見
え
な
い
ｃ
波
と
雲
ば
か
り
を
見
て
秤
ら
す
絶
海
の
弧
は
蝋
の
錐
団
で
あ
る
。
夜
皿
し
木
を
噛
り
大
き
な
穴
を

鴎
、
籠
気
は
滴
浄
、
気
温
も
熱
幣
植
物
の
北
限
帯
で
暖
あ
け
、
遮
拙
だ
け
で
な
く
石
け
ん
衣
類
何
で
も
世
き
忘

い
。
現
代
喧
し
く
な
っ
て
い
る
公
害
も
交
迦
柵
も
知
ら
れ
た
ら
大
変
。
遂
に
勇
敢
な
数
匹
は
菅
て
い
る
蒲
団
の

な
い
別
天
地
で
あ
る
が
、
電
話
も
新
聞
も
な
く
来
訪
者
上
を
荒
れ
廻
ろ
。
Ｓ
老
が
洲
を
一
匹
飼
っ
て
い
た

の
顔
も
見
ず
、
独
り
ぽ
っ
ち
の
自
炊
生
沼
は
、
若
い
人
が
、
酬
賊
の
跳
梁
に
屈
し
て
仲
良
し
に
な
っ
て
い
る
。
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配

言

農

協

外

延

働

燕

が

御

愚

人

皇

午

後

一

喧

噌

蝿

譽

蕊

侭

で

『

審

査

が

行

わ

れ

た

が

、

予

選

の

時

と

今
年
は
千
数
百
点
に

野

鰕

蕊

難

蕊

霊

疑

る

ば

か

り

”

上

達

画

溺

と

が

巾
Ｆ
鷺
~
一
／
］
そ
巾
劣
卜
~
６
｜
差
６
Ｊ
と
え

く
福
岡
市
、
早
良
等
の
小
中
学
生
約
八

百
名
が
参
加
。
神
湊
よ
り
約
八
粁
の
離

島
大
島
に
渡
り
、
汗
ま
み
れ
の
席
上
柿

て
韮
を
運
べ
ば
付
雛
の
母
親
等
は

竈
を
行
い
、
作
品
は
巾
碓
宮
御
理
則
に

が
子
の
揮
毫
の
出
来
ば
え
如
何

奉
納
さ
れ
た
。

園
日
一
日
目
翻
幽
日
漂

蕊
圃

中
浅
呂
七
夕
柿
髪
藏
、
炎
軒
雌
し

れ
た
。

き
七
月
二
十
一
日
、
郡
内
を
始
め
、
進

折
か
ら
災
熱
の
会
場
で
は
幼
な

折
か
ら
災
熱
の
会
場
で
は
幼
な

七
月
七
日
、
総
社
斎
館
に
於
て
、
郡

内
先
生
方
の
手
に
よ
り
峨
正
な
予
選
需

査
を
行
い
、
弁
天
丸
乘
船
の
限
界
を
考

盧
し
て
、
約
八
月
占
お
学
童
の
優
れ
た

作
品
を
逓
ぴ
出
し
、
決
選
に
出
場
さ
れ

る
事
に
し
た
。

七
貝
千
一
日
、
前
日
の
心
配
さ
れ
》

た
玄
海
の
波
浪
も
物
忘
れ
た
か
の
よ
－
つ

に
お
さ
ま
り
、
穏
や
か
な
海
上
に
は
、

群

峰

雍

澆

霊

函

蘂

謹

諦

朝
七
時
に
は
、
先
生
、
父
兄
に
伴
な
わ

れ
た
学
童
が
神
湊
に
群
集
、
二
隻
の
弁

天
丸
は
満
船
。
ピ
ス
ト
ン
輸
送
で
次
々

こ
の
七
夕
揮
毫
会
は
年
毎
に
盛
大
に

な
り
、
特
に
今
年
は
記
念
す
べ
き
十
五

回
の
大
会
で
も
あ
り
、
応
募
作
品
は
千

数
画
点
を
数
え
た
。

と
大
島
に
到
善
一
。
会
場
に
あ
て
ら
れ
一

た
大
局
小
中
芙
校
で
掩
竜
が
行
わ
－

い
学

暴
寸
が
全
身
汗
ま
み
れ
と
な
り
、
顔
を

継
で
具
娯
に
汚
し
な
が
ら
も
精
魂
こ
め鰈
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そ
れ
に
次
ぐ
敵
は
虻
。
夏
場
だ
け
だ
が
、
追
っ
て
も

迫
っ
て
も
刺
し
に
来
る
。
蚊
帳
が
な
け
れ
ば
、
読
害
昼

寝
も
お
手
あ
げ
で
あ
る
。

神
島
の
固
定
住
民
は
、
燈
台
員
と
神
職
の
三
人
で
あ

る
が
、
こ
の
周
辺
は
有
数
な
漁
場
と
し
て
知
ら
れ
、
多

い
日
は
三
四
十
隻
が
荒
海
と
戦
い
つ
つ
操
業
し
て
い

る
。
一
部
は
波
止
場
に
泊
っ
て
何
日
も
内
陸
に
帰
ら
な

い
。
冬
場
は
鋤
獲
り
が
盛
ん
で
浜
辺
に
粗
末
な
小
屋
を

営
み
、
夜
は
ラ
ン
プ
の
下
で
網
の
補
修
に
働
い
て
い

る
。
危
険
を
冒
し
て
激
し
い
労
働
、
魚
が
安
く
な
い
筈

だ
と
忠
う
。

折
々
は
漁
船
に
会
社
勤
め
と
お
ぼ
し
き
グ
ル
ー
プ
が

乗
っ
て
到
菅
す
る
。
陸
地
沿
岸
の
魚
釣
り
で
は

回
白
く

な
い
の
か
、
玄
海
を
越
え
て
大
物
釣
り
と
い
う
わ
け
だ

ろ
う
が
、
傭
船
食
糧
釣
具
に
金
を
か
け
れ
ば
一
匹
の
魚

が
随
分
商
い
計
算
と
な
り
、
レ
ジ
ャ
ー
も
楽
で
は
な
さ

そ
う
で
あ
る
。

余
談
に
韮
が
走
り
過
ぎ
て
、
昨
年
か
ら
実
施
さ
れ
て

い
る
沖
ノ
島
学
術
調
査
に
触
れ
る
紙
面
が
少
く
な
っ

鯉

鯏

繩

戯

龍

一
心
一
海
浜
で
行
わ
れ
大
い
に
賑
わ
っ
た
。

子
供
等
に
比
べ
て
、
親
の
方
が
落
ち
つ

か
ず
、
そ
わ
そ
わ
す
る
風
景
が
印
象
的

で
あ
っ
た
。

揮
毫
を
終
え
た
生
徒
等
は
各
自
作
品

~
~
~

~

六
月
二
十
七
日
、
責
係
役
員
会
に
先
~
様
、
雨
あ
が
り
の
暑
い
日
で
あ
っ
た~
蕊
創
馳
獺
蕊
畢
撰
騨
盤
鑑
縄

が
大
き
く
現
わ
れ
、
ど
の
作
品
も
甲
乙

窪
窯
蕊
誹
鰡
窪

同

準

優

勝

校

中

央

中

学

校

見
ら
れ
た
。
決
選
ま
で
約
二
週
間
で
あ
八
個
人
の
部
Ｖ

っ
た
が
、
そ
の
間
の
練
習
精
進
の
効
果

、
参
一
塘

小

学

校

た
。

午
綾
国
時
、
巾
譽
篭
で
表
嘉
二
噛
榊
勢
砿
季
職
ば
禮
鮮
厩

が
行
わ
れ
、
特
に
優
れ
た
作
品
に
は
、

昭

和

四

十

四

年

度

は
大
社
費
と
、
氏
子
会
費
と
に
分
け
ら

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
別
室
で
厳
正
に
行
わ
れ

員
は
梅
雨
期
の
む
し
熱
い
最
中
の
多
忙
に
伴
い
経
費
も
多
額
の
出
費
と
な
っ
て

な
終
日
で
あ
っ
た
。
こ
の
監
査
の
結
果
い
る
。
昭
和
四
十
四
年
度
の
予
算
は
例

大
社
弾
は
、
社
務
本
艮
海
洋
分

風
及
び
文
化
財
管
理
事
務
凰
藪
千

凪
及
び
文
化
財
管
理
聿
暫
尋
数
王

枚
に
及
ぶ
訓
憩
が
あ
り
、
六
名
の
監
査

が
役
嵐
会
に
於
い
て
報
告
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

~
~
~
~
~
~

る
。

一

役
員
会
は
、
七
月
六
日
監
査
会
同

た
。
第
一
次
の
調
査
は
十
余
隻
別
古
代
祭
杷
の
解
明

に
寄
与
す
る
多
く
の
神
宝
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
、
既

に
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
回
は
そ

れ
に
続
く
第
二
次
の
調
査
で
、
九
大
考
古
学
の
Ｏ
助

教
授
を
隊
長
と
す
る
多
数
の
専
従
員
が
、
約
二
週
間
に

亘
っ
て
精
密
な
作
業
に
当
り
、
そ
の
成
果
は
報
道
関
係

者
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
意
外
な
位
置
か
り
珍

品
貴
宝
が
現
わ
れ
、
調
査
隊
を
派
遣
し
た
宗
像
大
社
復

興
期
成
会
関
係
者
を
鷺
か
し
て
い
る
。
今
秋
か
わ
来
年

に
か
け
て
の
調
査
に
も
、
大
い
に
期
待
が
持
て
る
わ
け

で
あ
る
。

四
五
世
紀
の
頃
、
中
央
か
ら
献
げ
ら
れ
た
と
見
ら
れ

る
祭
把
神
宝
が
、
神
馬
の
由
緒
と
祭
把
の
意
義
を
学
問

的
に
究
明
す
る
貴
重
な
資
料
た
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る

が
、
Ｏ
助
教
授
に
よ
れ
ば
、
時
代
は
下
っ
て
遣
唐
使

の
渡
航
に
も
関
連
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
延

暦
年
間
に
弘
法
大
師
が
帰
朝
上
陸
し
た
の
が
宗
像
の
海

岸
。
塞
言
宗
の
別
格
本
山
と
処
遇
さ
れ
て
い
る
鎮
国
寺

も
そ
の
創
建
に
か
か
る
と
伝
え
ら
れ
る
。
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先
づ
歳
入
の
面
で
は
、
そ
の
大
半
工

閉
会
と
な
っ
た
。

主

な

成

績

は

左

の

通

り

八

団

体

の

部

Ｖ

に
社
務
全
般
の
諸
報
告
等
種
々
蚤
蕊

一
丁
っ
１
こ
。

盆
剤
１
０
分
り
４
用
１
イ
ノ
Ｉ

占
め
る
当
社
の
社
頭
収
入
が
年
々
増
大

の
一
途
を
辿
っ
て
は
い
る
が
、
歳
出
面

も
復
興
事
業
準
備
費
と
諸
物
価
の
上
昇

年
に
比
し
、
多
額
の
予
算
を
組
ん
だ
の

で
あ
る
が
、
予
算
額
に
対
し
決
算
額
は

約
壱
千
方
円
の
歳
入
増
で
あ
っ
た
。

一
年
特
選
、
は
し
だ
ひ
で
ゆ
き
津
小

準

特

こ

ば

や

し

ま

さ

こ

東

小

’
が
宗
像
の
地
に
関
係
存
持
っ
て
い
る
の
は
、
当
時
の
宗

像
氏
の
勢
力
で
あ
る
。
単
な
る
把
職
で
な
く
、
九
州
北

辺
に
威
令
を
行
い
玄
海
一
帯
に
制
海
権
を
張
っ
て
い
た

こ
と
で
あ
る
。
海
外
渡
航
或
い
は
帰
航
に
、
そ
の
援
護

を
う
け
る
必
要
が
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
従
っ
て
そ
の

奉
仕
す
る
宗
像
三
柱
大
神
に
、
使
命
達
成
の
祈
願
と
奉

賓
を
厳
粛
に
執
り
行
っ
た
で
あ
ろ
う
。
海
北
道
中
の
道

主
貴
と
し
て
鎮
座
せ
ら
れ
た
三
所
の
祭
把
の
姿
が
考
え

ら
れ
る
。

細
川
幽
斎
の
「
名
に
し
お
ふ
龍
の
都
の
あ
と
と
め
て

波
を
わ
け
ゆ
く
海
の
中
窪
猩
は
博
多
湾
に
突
出
す
る
岬

と
志
賀
島
と
の
つ
な
が
り
を
想
わ
す
が
、
海
北
道
甲
は

波
浪
さ
え
ぎ
る
厳
し
い
三
所
で
あ
る
。
祭
杷
に
多
く
の

困
難
を
伴
っ
た
で
あ
ろ
う
。

口
浪
に
洗
わ
れ
る
眼
前
の
小
屋
島
や
天
狗
岩
が
悠
久

何
千
年
の
歴
史
を
秘
め
て
、
こ
の
神
島
に
近
侍
し
て
い

る
か
の
よ
う
に
思
壬
亀
神
島
は
心
安
ま
る
聖
地
で
あ

る
。
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４
６
４
６
４
る
地
震
や
火
山
の
噴
火
の
前
に
、
野

｝
Ｅ
で
考
え
ら
れ
る
の
は
、
遣
唐
使
や
帰
朝
留
学
者
蹴
兎
な
ど
事
前
に
安
全
型
帝
に
移
動
す
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崎

か

主

ナ

同

神

代

研

六
年
特
選
中
山
留
理
子

準

特

青

木

淳

子

同

古

田

理

恵

中

字

校

一
年
特
選
小
田
久
代

準

特

川

崎

洋

子

同

岩

佐

育

美

二
年
特
選
坂
本
倫
美

か

れ

る

復
望
畢
業
も
郡
内
塁
壬
各
位
の
強
力

暮
色
御
協
力
に
よ
、
募
金
も
進
展
し
、

昔
々
と
工
事
も
進
捗
し
、
全
役
員
が
感

謝
の
意
を
表
わ
さ
れ
李
偲

決
算
に
引
続
き
、
諸
報
告
も
、
強
力

寡
旬
役
員
の
御
支
援
の
発
言
を
載
き
、

又
全
役
員
の
承
認
を
得
、
議
事
は
無
事

終
了
し
た
。

尚
七
月
八
日
は
氏
子
会
評
議
員
会
が

開
催
さ
れ
、
役
員
会
で
の
報
告
、
並
び

に
夏
祭
り
の
行
事
等
が
協
議
さ
れ
た
。 悪鑑趣濡蒜系蒜繩需絲~

~~
~

~ ~

に
係
わ
る
ほ
ど
の
重
要
さ
を
持
つ
が
、
一

レ
ジ
ャ
Ｉ
を
楽
し
む
行
楽
計
画
に
支
障

~~
~ ~ ~

~ ~ ~

阿

蒙

少

言

諸
蕊
灘
窯
窯

津
謝
繩
錘
詳
奉
誰
譲

な
条
件
に
数
え
て
い
る
が
、
気
象
台
の

天
気
図
の
如
く
経
過
し
な
い
場
合
が

少
な
く
な
い
。
多
く
の
デ
ー
タ
に
よ
っ

て
、
一
応
正
確
な
結
論
と
し
て
発
表
さ

れ
て
も
、
特
異
気
象
の
突
発
変
動
が
予

報
を
く
つ
が
え
す
○
登
山
や
航
海
と

な
る
と
気
象
の
予
知
は
、
時
に
生
命

を
き
た
す
連
中
の
不
平
の
方
が
気
象
台

へ
の
非
難
悪
口
と
な
る
。
予
報
課
長
も

誤
報
課
長
と
改
称
さ
れ
て
は
た
ま
ら
な

い
。
刻
々
変
化
す
る
云
気
と
短
気
に
取

り
組
め
な
い
難
し
さ
が
あ
る
○
科

学
的
資
料
に
志
わ
ず
経
験
か
ら
出
る
台

風
予
知
報
の
話
。
或
る
八
土
営
、
と

う
も
ろ
こ
し
の
根
株
が
沈
め
ば
、
や
が

て
台
風
が
襲
う
と
言
う
。
放
牧
の
牛
馬

を
集
め
て
、
牛
垂
巨
夙
処
へ
登
り
、
馬

が
反
対
に
低
地
に
降
り
る
と
台
風
近
し

と
す
る
。
動
植
物
は
科
学
を
持
た
ぬ
が

危
険
に
対
処
す
る
日
然
良
能
の
作
用
が

あ
る
の
か
○
そ
の
外
に
蜘
蛛
の
巣

の
張
り
方
に
よ
る
強
風
の
予
知
、
強
風

の
吹
丘
別
に
は
高
く
張
ら
ず
低
く
張

る
話
も
、
と
う
も
ろ
こ
し
台
風
判
断
に

似
る
○
漁
村
の
老
翁
に
天
候
を
た

ず
ね
る
と
、
若
い
頃
か
ｂ
の
出
漁
海
域

な
ら
大
抵
当
る
。
青
年
層
は
放
送
の
海

洋
気
象
に
頼
り
、
貴
重
な
経
験
の
累
積

を
採
ら
ぬ
。
躯
を
捨
て
て
機
柿
化
、
魚

群
の
処
在
を
知
る
電
探
装
備
の
漁
法
近

代
化
は
、
科
学
的
の
名
に
魅
力
を
感
じ

さ
す
の
で
あ
ろ
う
○
台
風
の
被
害

は
困
る
が
、
所
謂
五
風
十
雨
は
な
く
て

は
な
ら
ぬ
。
風
の
当
ら
ぬ
樹
木
は
弱

い
。
雨
に
あ
わ
ね
ば
草
花
は
育
た
ぬ

○
当
今
流
行
の
ク
イ
ズ
は
、
考
え
過

ぎ
ろ
と
当
ら
ぬ
そ
う
だ
が
、
若
い
男
女

の
就
職
、
結
婚
な
ど
は
、
経
験
と
熟
慮

を
無
視
し
た
「
当
ら
ぬ
も
八
卦
」
の
軽

率
な
人
生
天
気
図
に
任
し
て
は
な
ら
な

い

。

（

白

雲

）
~ ~ ~~

~
~

．
。
ｆ
５
Ｉ
ｒ
、
１

１

１

．
』
‐
、
１
１
１
．
．
２
Ｊ
・
可
‐

‐
‐
１
１
１
１
１
’
１
１
，
４
１

‐

１

２

１

、
；
‐

・

１

１

‐
・
‐
ｒ
、
、

ｂ
Ｌ
、
‐
１
１
噌
１
１
．
‐
１
７

ｌ

ｌ

Ｌ

Ｅ

Ｉ

嫌 上げ ます甲暑中御 見
~~

~~

~~~
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具

、

装

束

株

式

結

婚

式

場

用

品

会

社

井

筒

福

岡

支

社

福

岡

市

吉

塚

西

林

寺

町

西

林

寺

内

電

話

⑮

九

四

五

六

本

社

京

都

市

下

京

区

油

小

路

通

六

条

北

入

電
話
京
都
⑮
奎
奉
皐
一
壼
塞
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神
前
結
婚
式
の
歴
史
訓
型
驍
緬
鯛
識
辮
緬

一
般
民
間
の
結
嫡
が
郁
剛
挙
式
の
憤
前
結
婚
式
に
移
っ
た
と
い
一
つ
似
伽
は
、

召
を
次
第
に
盛
ん
に
し
た
の
は
、
明
治
生
活
を
〈
昨
理
的
に
考
え
る
現
代
人
の
良

三
士
一
犀
の
口
杢
太
子
殿
下
（
大
里
大
里
減
に
よ
る
と
こ
ろ
で
結
柵
な
変
化
と
忠

）
の
豊
町
に
お
け
る
抑
肌
挙
式
に
な
ら
わ
れ
ま
す
。

霊
鋼
窪
藥
匪
娃
函
癌
四
五
、
国
民
の
祝
日
と
国

宅
が
多
数
の
挙
式
参
列
老
を
収
涛
す
る

旗

の

あ

げ

方

に
附
雌
な
椛
迪
し
」
な
剛
塚
庭
以
外
の
場
Ｈ
Ⅲ
民
の
祝
Ⅱ

所
と
な
る
と
神
社
が
望
ま
れ
た
か
ら
と
現
在
国
民
め
祝
川
と
し
て
法
令
で
定

見
ら
れ
ま
し
ょ
う
。

め

ら

れ

て

い

る

祝

川

は

、

次

の

迪

り

で

股
家
な
ど
で
は
、
現
座
ぐ
も
多
数
の
参
あ
り
ま
す
。

会
稻
を
収
符
し
て
、
背
凶
狸
の
惟
式
を
．
~
Ｌ

日

一

月

一

日

頚
誰
窪
睡
綴
恥
貯
の
同
月
十
五
Ｈ

て
、
夜
Ⅲ
け
ま
で
大
騒
ぎ
の
祝
塞
午
う
建
吋
記
念
の
日
一
月
十
一
日

づ

け

る

臥

蛾

は

殆

ど

兄

ら

れ

な

く

な

り

春

分

の

ｕ

三

月

二

十

口

ま

し

だ

。

疋

塁

延

上

』

ｑ

Ｊ

二

十

Ｌ

ゴ

前
紀
妃
式
に
移
っ
た
と
い
う
似
伽
は
、

ら
れ
て
い
る
祝
川
は
、
次
②
辿
り
で

仏

、
水
肌
斗
↑
鍾
燈
塒

代
か
ら
、
｝
局
手

水
鉢
恭
納
の
動
議

が
な
さ
れ
、
先
ず

雅
除
郡
内
に
適
踊

面

《

Ｈ

１

ナ
４
イ
は
な
い
も
の

か
と
、
方
々
探
し

廻
ら
れ
た
が
、
仲

々
胎
灯
の
Ｗ
が
な

く
、
遂
に
断
念
、

こ
の
件
は
一
時
巾

此
の
状
態
と
な
っ

て
い
た
。
然
し
、

こ
の
座
の
大
復
腿

窄
粂
発
足
を
契
機

と
し
て
、
再
び
奉

納
の
機
述
が
両
ま

り
、
同
会
役
員
の

手

水

石

搬

入

さ

る

ｌ

八

幡

宗

像

会

奉

納

ｌ

Ｔ
ｌ
１
１
Ｊ
ｆ

こ
の
州
１
哨
祉
蝋
側
入
Ⅱ
の
大
喝
川
力
述
か
Ｆ
分
け
Ｌ
Ｌ
方
々
を
物
色
巾
、

レ
ー
ラ
ー
、
ク
レ
ー
ン
の
云
吊
大
型

と
灯
舵
と
の
問
に
、
大
き
な
Ⅲ
蛾
禰
が
》
唾
に
~
ハ
帷
腱
咄
小
川
蝋
化
に
城
跡
の
山
車
に
よ
り
、
時
剛
を
掛
け
て
慎
重
に
迎

搬
人
さ
れ
た
坐
。
こ
れ
は
八
怖
徹
く
ま
叩
で
、
手
水
姓

和
応
し
い
、
然
而
を
蛾
さ
れ
た
蛍
機
は
、
こ
の
石
に
泌
水

り
、
丸
祉
の
Ｆ
水
郷
と
－
）

一、
牟
納
さ
れ

発

地

早

山

川

の

粥

Ｔ
率
掴
さ
れ
た

孔
を
っ
が
ち
、
上
部
を
平
ら
に
削
り
、

た
も
の
で
、
既
報
鰯
皿
り
、
〈
ｊ
年
の
新
と
こ
ろ
、
幸
い
に
も
、
現
八
幡
雅
隙
〈
一
石
の
刷
り
に
十
敬
ケ
所
魚
焔
水
口
を
つ

年
恥
蘋
全
に
お
里
Ｌ
、
こ
の
唯
鋤
御
似
典
生
書
一
正
岡
崎
汗
雄
氏
の
所
血
く
や
め
る
こ
と
け
る
等
の
加
工
を
施
し
、
来
春
脳
、
塊

群
堆
に
協
遼
し
て
非
吹
林
乍
納
の
件
が
が
判
り
、
二
』
れ
か
ら
は
罪
叩
が
と
ん
と
ん
内
迪
卿
工
事
の
進
捗
を
ま
っ
て
、
楼
門

満
蝿
一
堂
ピ
決
砿
さ
独
米
作
に
巡
搬
扣
士
に
碓
再
、
こ
の
煙
の
尖
現
を
み
る
評
川
篝
哩
石
川
（
東
側
）
の
所
定
の
賜
所

に

州

付

け

の

予

定

で

あ

る

Ｏ

更

に

そ

の

り
ｒ
疋
重
め
っ
た
が
、
現
地
耐

雌
酎
砂
哨
に
至
っ
た
も
四
く
掘
る
。

の
部
へ
脚
に
ｋ
り
、
令
挿
ｒ
正
幸
無
リ
上

こ
の

紺
は
、
一
辺
遡
一
采
の
む
す
び
状

げ
、
二
画
唯
胤
人
上
な
っ
庭
も
の
で
思
郷
呵
孵
唖
懸
舞
耐
〃
沖
ノ
島
崖
崩
、

あ
る
噂

〃
沖
ノ
島
崖
崩
れ

Ｉ
、
鋸
亘
ｒ
’

、
毎
Ｊ
鍔
粘
」

，
ノ
Ⅳ
，
私
暖
与

０
Ｊ
Ｊ
“

△
、
△
ｉ
ｊ
、
卜
〃
△

Ｊ
ｒ
ｌ

Ｐ

ｆ

、
「
叩
ノ
ー
砥
Ⅲ
Ⅱ
〆
Ｕ

串

宗

像

大

社

復

興

事

業

協

賛

敬
老
の
日
九
月
十
五
日
元
日
は
、
四
方
拝
と
い
っ
て
、
宮
中
儀
式
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
建
国
記
国
家
の
祭
日
と
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
た
。

生
活
を
合
理
的
に
考
え
る
現
代
人
の
良
秋
分
の
日
九
月
二
士
一
百
で
一
月
一
日
の
早
朝
行
わ
れ
る
噸
Ⅷ
察
念
の
日
は
、
以
刎
は
紀
元
節
と
称
し
ま
地
久
節
も
あ
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
天
皇
こ
の
外
、
成
人
の
日
を
は
じ
め
多
く

減
に
よ
る
と
こ
ろ
で
結
柵
な
変
化
と
忠
体
育
の
日
十
月
十
日
に
先
だ
ち
天
皇
陛
下
が
神
詣
殿
の
南
庭
し
た
。
神
武
天
皇
が
大
和
の
橿
原
の
宮
陛
下
の
伽
誕
生
日
を
郡
っ
天
長
節
に
の
祝
日
が
あ
け
ま
す
が
、
国
家
的
の
祭

わ
れ
ま
す
。

文
化
の
日
十
一
月
三
日
に
出
ら
れ
て
天
地
四
方
の
神
祇
を
お
で
、
即
位
の
大
礼
を
行
わ
れ
た
日
に
当
対
し
て
、
皇
后
陛
下
の
御
誕
生
日
を
地
儀
や
行
事
に
直
接
の
関
係
は
な
く
て

助

労

感

刈

の

日

十

一

月

二

士

一

百

が

ま

れ

る

儀

式

が

あ

り

ま

し

た

の

に

な

の

で

あ

り

ま

す

。

天

呈

誕

生

日

は

、

天

化

の

日

ン

底

っ

て

お

り

ま

す

十

一

月

三

験

が

秘

め

ら

れ

て

い

る

の

だ

ろ

う

か

レ

ロ
｜
月
一
匙
匪
瀧
齢
窪
註
熊
澤
輔
蕊
師
灘
蒲
理
齢
議
瀦
鯛
翔
調
賎
蕊
唱
迩
謂
礁
鞭
鯛

ま
蕊
誕
艤
轤
喧
註

り
ま
す
。

？
・
Ｌ

写
ノ雌
“
鋤
，
■
瞳
去
Ⅲ
智
峠
言
こ
些
に
繧
剛
毒
し
庭
が
~
篝
ｆ
で
~
礪
謹
”
篭
を
庭
…
~
關
卜
蝿
＃
塗
孵
綱
艤
蕊
蕊
篝
罐
鰯
蕊
爺
翌

詳
蕊
瞳
と
い
：
”

建

吋

記

念

の

日

一

月

十

一

日

祭

ｕ

の

以

前

は

国

家

と

し

て

、

国

家

や

で

あ

り

ま

す

。

し

て

声

ま

し

た

。

春
分
の
ｕ
一
》
万
一
千
口
画
韮
~
至
の
媒
嬢
と
か
、
岡
の
歴
史
の
上
で
今
も
宮
川
で
は
、
四
方
郷
成
口
察
が
行
天
蜂
即
は
古
く
は
千
秋
節
の
儀
と
も
一
一
一
目
げ
た
明
治
の
御
代
を
記
念
し
て
定
め
ら
す
。

か

ら

ね

え

と

観

念

し

て

い

た

が

、

全

く

天

皇

誕

生

日

円

周

二

十

九

日

迩

韮

の

深

い

Ｈ

を

記

念

す

る

行

事

と

か

わ

れ

て

、

伊

勢

神

寓

を

は

じ

め

四

方

の

わ

れ

、

末

哩

朝

の

光

仁

天

皇

の

時

に

、

れ

た

の

で

あ

り

ま

す

。

以

前

を

合

わ

せ

（

つ

づ

く

）

お
加
の
お
か
げ
で
救
わ
れ
た
よ
う
な
も

鰈
す
べ
く
去
る
七
月
一
百
、
梅
雨
の
束

の
間
を
縫
う
よ
う
に
し
て
沖
ノ
烏
冶
山

工
事
調
査
川
が
渡
島
し
た
。

一
行
は
加
日
ま
で
の
大
雨
で
渡
烏
が
危

囑
驍
却
蟻
雲
”
綜
雛

一
豆
に
分
乗
し
て
沖
ノ
島
に
向
い
、
ま

ず
沖
ノ
島
を
一
周
、
絶
海
の
波
涛
に
耐

｝
垂
ｉ
い
る
か
の
よ
う
な
島
の
山
容
、
絶

一
錠
群
を
硯
察
し
て
避
灘
港
に
入
り
、
古

蕊
詫
蟷
侭
鐸
酔
澤
』
壼

一
こ
の
後
、
波
止
場
側
の
建
物
が
密
集
し

－
て
い
る
地
域
の
崖
の
状
態
を
測
量
、
写

~

玄
海
灘
に
浮
か
ぶ
孤
島
沖
ノ
島
、
こ
の

峰
の
避
難
雄
背
後
の
治
山
工
事
を
如
何

に
行
っ
た
ら
よ
い
か
、
こ
の
難
問
を
解
今
後
、
崖
崩
れ
防
止
の
工
事
、
工
法

念
濯
誕
毒
口
迩
”
二
日
に
、
罵
鳶
う
て
い
た
”
で
鯵
剛
霞
呼
逢
ぉ
ご
臺
か
に
お
が
ま
れ
て
、
塵
是
澗
藍
自
を
拠
暑
罵
鳶
め
ら
諦
謹
誰
螺
蕊
唾
一
一
蹄
潔
羅
緯
鰹
竺
籠
蕊
鰯
峡

こ

ど

も

の

日

五

月

五

日

す

。

家

の

安

泰

・

国

鮭

の

幸

福

を

祈

ら

れ

る

れ

た

と

伝

え

ら

れ

ま

す

。

防
止
工
事
〃

調

査

団

渡

島

す

一

輩
拳
家
庭
の
お
祭
り
と
お
祝
い
伽

ｌ

‐

ｌ

到

り

、

そ

の

毎

箱

元

の

久

節

と

称

し

ま

し

た

。

春

分

の

日

と

、

も

、

そ

れ

ぞ

れ

特

殊

基

裳

を

も

っ

日

懸

’
予
算
等
の
検
討
を
行
い
来
年
庇
或
は
翌

々
年
度
に
工
事
を
始
め
た
い
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

瑛
在
の
社
務
所
の
裏
側
、
及
び
参
道
の

背
後
の
崖
は
非
常
に
も
ろ
く
、
常
時
少

し
ず
つ
崩
壊
し
て
い
る
状
態
な
の
で
、

何
年
か
後
は
大
き
く
崩
れ
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
な
る
べ
く
早
く
工
事
を
行
っ

て
、
島
の
変
容
を
防
ぐ
こ
と
が
各
方
面

か
ら
要
望
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
度
、
農
林
省
関
係
で
治
山
工
事
が

耆
手
さ
れ
る
こ
と
は
大
き
皇
吾
び
で
あ

る
。 具

撮
形
を
行
っ
て
宕
片
を
採
取
し
て
調

盃
を
終
了
し
た
。

後
、
復
皿
期
成
会
で
こ
の
手
水
鉢
に
上

雌
を
逆
て
、
手
水
告
と
し
て
完
成
を
み

ろ
訳
で
論
る
が
恥
に
設
計
沓
も
出
来
土

り
、
韮
半
な
た
た
ず
ま
い
が
拙
き
だ
さ

れ
て
い
る
。

尚
、
同
家
像
会
で
は
手
水
鉢
設
継
の

外
、
そ
の
刷
辺
の
雅
怖
変
の
一
助
に

と
、
多
郡
の
浄
財
を
そ
え
て
御
寄
付
、

き
、
そ
の
御
机
城
に
脚
係
者
一
ｍ
深
く

感
謝
し
て
い
る
次
節
で
掘
る
。

神
社
参
排
に
は
手
水
は
欠
か
せ
な
い

も
の
で
あ
り
、
手
水
缶
は
参
拝
者
に
は

岬
』
陸
認
岬
手
油
趣
拠
奉
極
蕊
霊
癖
剛
鐸

石
の
手
水
鉢
は
稀
で
あ
り
、
完
成
の
暁

に
は
、
無
備
さ
れ
た
神
苑
に
相
応
し
い

手
水
舎
と
し
て
参
咋
者
に
滴
々
し
い
印

象
を
与
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

~

雪

計

会

計

、

却

岬

灌

彗

唾

一

ｍ

は

う

』

第

七

回

線

を

釘

づ

理

事

各

地

区

よ

り

一

千

一

名

こ

の

天

‘

戸

畑

宗

像

会

開

催

さ

る

こ

の

あ

と

宗

像

大

社

複

製

串

莱

に

対

陸

が

鯛

る

㈲

識
碓
潅
諦
盤
蕊
塩
黙
職
壼
謡
蝿

豊
山
闇
を
〈
毎
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
か
一
厘
「
後
の
同
会
と
郷
里
の
発
展
を
願
定
さ
れ
た
。
引
き
続
き
、
会
員
相
互
の
一
っ
な
語
設

本
年
は
あ
い
に
く
の
悪
天
候
に
も
か
か
っ
て
お
ら
れ
た
。

わ
ら
ず
、
四
十
数
名
の
会
員
が
出
席
さ
会
は
、
前
年
度
決
算
報
告
と
、
本
年
親
睡
を
計
る
た
め
に
、
円
石
副
会
長
の
破
れ
た
岨

れ
た
。
度
予
算
審
議
の
後
、
役
員
の
改
選
が
な
滞
嘩
霊
曄
諸
緤
詫
雪
乖
ま
ら
」

そ

の

中

に

は

、

齢

九

十

二

才

を

数

え

さ

れ

た

。

新

投

員

名

は

が
賑
や
か
に
催
さ
れ
る
等
、
和
や
か
さ
に
体
ま
せ
坐

る
南
菩
次
翁
の
元
気
な
姿
も
あ
っ
た
。

会

長

竹

内

信

夫

氏

（

再

）

い
っ
ぱ
い
の
会
で
あ
っ
た
。

氏
は
大
正
六
年
に
宗
像
か
ら
戸
畑
に

副
会
長
白
石
昌
一
民

いか」

移
ら
れ
た
の
で
詞
る
が
、
そ
の
当
時
の
〃
日
高
景
一
氏

不
審
な
や

み
て
許
六
は

に

休

ま

せ

た

い
か
」
不
審
な
お
も

Ⅶ
社
窕
物
鯨
に
七
月
二
十
九
日
Ⅲ
通

と
は
、
永
延
元
年
（
九
八
七
）
に
テ
ウ

寺
（
勝
湘
）
所
賊
の
木
迭
駅
迦
如
来
立
然
が
中
国
の
附
元
寺
に
あ
っ
た
イ
ン
ド

像
（
叫
猯
だ
）
が
移
転
変
慨
さ
れ
た
。
伝
来
の
釈
迦
像
を
棋
刻
し
て
日
本
に
清

川
通
寺
ぱ
、
小
沢
好
子
化
職
が
津
職
米
し
、
京
都
の
沌
叫
寺
に
宝
瞳
し
た
仏

さ
れ
て
脳
ら
れ
た
が
、
こ
の
度
、
作
職
像
の
形
式
で
あ
る
。

悉
酬
辿
遮
僻
さ
れ
る
た
め
、
福
岡
県
文
｝
勗
像
の
特
色
は
、
繩
状
の
亜
鍾
と

化
訓
と
の
扣
談
の
絲
果
、
当
社
に
禰
理
体
に
密
吉
し
た
流
れ
る
よ
う
な
衣
と
で

依
刺
が
あ
り
、
こ
の
度
の
移
転
安
世
を
あ
る
。

み
る
に
至
っ
た
。

こ
れ
等
の
像
の
模
刻
は
鎌
淌
時
代
に

こ
の
仏
像
は
、
活
凉
寺
式
釈
迦
像
と

盛
ん
に
行
わ
れ
、
僻
に
西
大
寺
の
僧

呼
ば
れ
る
形
式
の
像
で
あ
る
。
直
似
式

叡
蝉
に
よ
り
厚
く
信
仰
さ
れ
、
西
大
寺

宗
像
大
社
宝
物
館
に

始
ま
る
め
で
た
い
年
と
秋
分
の
日
は
そ
れ
ぞ
れ
春
季
皇
霊
祭
で
、
何
か
の
記
念
の
行
事
を
行
っ
て
、

し
て
、
こ
の
紀
元
が
始
秋
季
皇
霊
祭
と
し
て
、
宮
中
の
皇
霊
こ
れ
を
祝
い
、
団
体
も
家
庭
も
楽
し
い

ま
る
日
で
あ
る
が
故
に
殿
で
行
わ
れ
る
祭
儀
の
日
を
、
祝
祭
日
日
と
し
て
過
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

紀
元
節
と
名
づ
け
た
も
と
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
現
在
、
文
目
国
旗
に
対
す
る
礼
儀

釈
迦
如
来
像
移
管
さ
る

I
~ ~

末
寺
に
多
く
進
例
を
み
る
。

こ
の
像
も
元
は
下
関
の
阿
弥
陀
十

在
の
赤
間
神
宮
）
に
あ
っ
た
も
（

正
年
間
に
円
通
寺
に
盃
渡
畜

八
月
篭
日
哺
十
一
蝿

八
月
十
五
日
午
前
十
時

神

潅

津

加

計

志

神

社

雛

八
月
十
五
日
午
Ⅲ
十
時

江

口

辻

八

幡

神

外

蛙

率

一

九

月

一

日

午

前

十

一

町

凪

錘

条

・

凋

次

娠

お
祭
の
御
案
内

線
一
体

鎌
倉
時
代

隊

商

一

五

一

面

其~
1 ， ナ

樂
蕪
一
同
を
呼

~
》

封

》

剥

げ
廼
退
獲
以
け
〕
力
ロ
ド

》

『

和

鍛

蔀

一

封

奉

串

職

鞭

撫

一
ぴ
あ
つ
め
、
叱
陀
す
る
よ
、

》

姥
~

一
つ
な
語
調
で
積
荷
の
整
理
や
、
：

破
れ
た
帆
布
の
繕
い
を
命
じ

熱
《

た

。「

つ

ま

ら

ぬ

事

を

や

ら

せ

ず

方

が

好

く

は

な

ゞ

鋤

罐

蕊

謬

稗

”

も

ち

で

若

者

が

た

。

当

時

貿

易

に

き

び

し

い

許

六

に

問

い

か

け

た

。

い

る

の

だ

」

規

制

を

し

い

て

い

た

元

と

交

場

を

す

る

一
「
難
破
船
と
い
一
つ
奴
は
な
、
助
か
る
こ
若
者
豚
誰
〈
に
問
い
か
け
た
。
の
に
日
本
政
府
公
認
の
一
札
が
五
千
貢

一
と
が
は
っ
き
り
し
て
か
ら
ぱ
た
ぱ
た
と
－
当
厩
日
本
は
い
や
九
州
は
、
南
北
で
得
ら
れ
れ
ば
や
す
い
も
の
だ
と
海
商

死
人
が
出
る
の
よ
、
ま
あ
張
り
つ
め
た
朝
の
争
乱
の
只
中
に
あ
っ
庵
懐
良
親
等
は
考
え
た
わ
け
だ
が
、
そ
ん
な
便
宜

気
が
ゆ
る
む
と
で
も
三
つ
の
か
な
、
だ
王
を
征
西
将
軍
に
仰
ぐ
宮
方
と
、
今
川
が
何
時
で
も
都
合
よ
く
い
く
も
の
で
は

か
ら
何
で
も
い
い
か
ら
仕
事
を
や
向
ぜ
了
俊
を
頭
領
に
す
る
武
家
方
と
は
各
地
な
く
、
そ
こ
で
暴
力
に
よ
っ
て
で
も
目

る

に

限

る

の

だ

」

で

血

み

ど

ろ

の

死

闘

を

重

ね

て

い

た

。

的

を

果

そ

う

と

す

る

海

商

団

が

生

ま

れ

な
る
程
、
そ
う
い
う
も
の
か
も
知
れ
ん
時
の
宗
像
大
宮
吋
氏
便
の
戦
歴
を
み
て
た
。
「
俸
程
」
で
あ
る
ｃ

な
、
朔
凪
吹
き
す
さ
ば
胡
地
を
通
る
隊
も
、
そ
の
内
乱
の
薄
ま
じ
さ
崔
知
る
こ
中
国
で
は
元
が
倒
れ
川
の
迩
凶
以

商

も

、

征

箏

目

的

地

に

つ

い

て

死

ぬ

も

と

が

で

き

よ

う

。

米

倭

祗

に

は

壬

逵

焼

き

惟

良

親

王

の
が
多
い
と
い
｝
っ
。
あ
の
類
だ
な
と
独
延
文
四
年
八
月
筑
後
大
保
原
の
戦
に
の
下
に
、
倭
世
恥
ｂ
締
り
の
国
使
を

り
う
な
ず
き
、
こ
の
男
に
は
ど
ん
な
経
氏
俊
は
少
弐
頼
尚
の
軍
に
属
し
軍
功
を
出
し
て
い
た
。
誰
ハ
等
も
平
和
裏
に

験
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
抽
ん
で
、
十
且
千
三
日
足
利
義
詮
よ
日
的
が
か
な
わ
ぬ
場
合
は
一
戦
を
辞

ま
じ
ま
じ
と
許
六
の
顔
を
見
直
し
た
。
り
感
状
を
授
け
わ
れ
つ
い
で
賑
安
元
さ
な
い
武
装
商
人
団
の
一
人
で
あ
っ
た

そ
の
若
者
の
視
箪
ほ
ず
し
て
許
六
年
菊
地
武
光
熈
少
弐
頼
国
と
亜
豐

そ
の
口
の
夕
刻
、
｝
屑
漂
船
は

は

話

し

始

め

た

。

島

山

に

戦

っ

て

こ

れ

を

破

り

、

勢

に

乗

一

隻

の

測

船

に

充

処

さ

れ

た

。

実

は

、

俺

も

今

度

と

い

一

旦

踵

は

助

じ

て

大

友

氏

時

、

少

弐

冬

資

等

を

追

う

（

つ

づ

く

）

か
ら
ね
え
と
観
念
し
て
い
た
が
、
全
く
て
こ
れ
皇
刷
に
攻
め
た
。
｜
ぁ
戦
に

お
伽
の
お
か
ず
で
蚊
わ
れ
た
よ
う
な
も
氏
俊
は
大
友
、
少
弐
氏
と
共
に
よ
く
戦

悪

~

濤

澗

そ

の

五

亥
の
刻
（
午
後
十
時
）
潮
は
満
ち
わ

た
っ
た
。
堪
川
り
の
下
で
宕
礁
を
探
り

な
が
ら
沖
に
出
る
作
業
は
困
難
を
極
め

た
が
、
許
六
の
肋
と
船
子
等
の
執
練
し

た
竿
さ
ば
き
に
助
け
ら
れ
て
そ
れ
よ
り

半
刻
の
後
、
船
は
将
び
そ
の
姿
を
大
海

に
浮
べ
た
。
そ
し
て
南
に
下
る
潮
の
流

れ
に
乗
っ
た
。

叩
板
に
立
ち
、
行
く
て
の
闇
を
み
つ

め
る
悲
者
の
畑
を
追
瓜
が
心
地
よ
く
吹

い
て
い
く
。

叩

雌
な
川
の
出
の
時
、
水
平
線
に
黒

く
た
な
び
く
も
の
を
見
た
。

「

畦

だ

な

！

」

「

峠

だ

っ

！

」

一
価
は
っ
な
ず
き
合
っ
て
祝
・

線
を
釘
づ
け
に
し
た
。

一
両
天
と
郷
の
合
う
所
に

陸
が
あ
る
。
そ
の
歓
び
が
船

子
呼
を
焼
行
に
し
祇
力
を

賑
ら
せ
た
。
そ
の
様
子
を

綴

こ

易

ノ

の

繍
神

の
よ
」

「
い
や
俺
の
や
っ
た
お
は
、
そ
の
魁
の

出
た
と
こ
勝
血
で
、
深
い
目
抽
兄
が
あ

っ
て
や
っ
た
わ
け
じ
ゃ
あ
な
い
」

と
照
れ
く
さ
げ
に
笑
っ
た
。

「
宗
像
に
舂
い
て
か
ら
ど
う
す
る
」

「
つ
ま
ら
ん
道
嬉
を
喰
っ
た
が
、
こ
れ

で
撞
別
を
運
ぶ
役
は
完
る
わ
け
だ
。
ま

あ
積
荷
を
さ
ば
け
る
も
の
な
ら
宗
像
で

さ
ば
い
て
船
を
修
繕
し
て
博
多
に
帰
る

積
り
だ
」

白
日
が
船
を
照
ら
し
、
海
は
藍
碧
に

き
ら
め
き
流
れ
て
行
く
。

「
と
こ
ろ
で
姪
刑
の
国
は
ど
う
な
っ
て

つ
た
が
利
沁
ら
ず
し
て
雅
除
に
進
り
て

旅
城
し
た
。
武
光
は
そ
れ
を
迫
う
て
求

隊
城
に
米
鰻
し
た
が
、
眠
俄
は
一
洞
を

迎
唯
し
て
退
加
せ
し
ぬ
て
ハ
、
る
。
座
え

て
興
喧
元
年
九
月
、
九
州
探
哩
斯
泄
哩

経
は
少
弐
冬
資
と
と
も
に
流
前
遅
者
原

に
菊
地
武
光
の
軍
し
噸
い
、
こ
の
時
に

氏
罐
は
曝
粍
の
先
陣
と
な
り
解
職
し
た

が
敗
退
し
再
び
宗
像
城
に
拠
っ
た
。

つ
い
で
十
一
月
三
ｕ
冬
査
、
氏
惟
押
は

哲
惟
、
大
隈
で
武
光
の
牢
し
戦
い
、
氏

俊
は
そ
の
折
の
軍
功
に
よ
、
査
岐
守
護

職
を
与
え
ら
れ
て
い
る
ｃ

し
い
し
こ
刀
週
な
Ⅸ
労
し
ゞ
罰
刈
に
、

こ
の
国
内
状
勢
し
ゞ
ほ
別
に
‐

5）

釣
に
、
姪
汀
奉
種
し
た
天
竜

寺
の
建
造
蛍
典
研
Ｊ
が
国
内

で
は
戦
乱
で
思
う
に
ま
か
せ

な
か
っ
た
た
め
慨
勤
に
よ
り

｝
緬
葬
補
う
こ
と
を
求
め
た

後
世
「
天
屯
寺
船
」
と
呼

ば
れ
る
武
昂
船
は
足
利
尊
氏

が
夢
窓
川
師
の
効
め
で
後
醍

醐
一
大
里
の
ぽ
だ
い
を
弔
う
た

九
州
海
動
か
す
呼
代
の
川
里

式
川
緋
惟
島
や
、
叩
吋
大
陸

か
ら
離
れ
、
枢
す
る
こ
し
ほ

な
か
っ
た
。

楠

早

烏

作

福

田

長

庵

画
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津

屋

崎

浜

津

鴻

浪

田
植
歌
掌
の
飯
粒
が
直
立
し

小

倉

伊

豆

湧

米

梅
雨
の
烏
か
さ
畠
ぎ
と
視
し
佐

賀
野
か
な田

熊

小

野

角

次

郎

な
ん
ば
ん
の
花
き
ら
き
ら
と
日

は
光
る
田

熊

小

野

か

を

る

ぬ
か
味
噌
の
味
主
婦
の
味
茄
子

の
色

福

岡

広

田

美

津

雨
と
な
る
十
和
田
湖
の
夏
南
雲

め
き

武

丸

野

中

和

子

夏
風
邪
の
夫
は
煙
草
が
要
る
と

一
写
つ

平

等

寺

中

野

き

み

勲
章
の
ご
と
名
札
つ
け
入
園
す

津

屋

崎

井

浦

良

介

子
の
ね
む
り
風
が
は
こ
び
し
夜

の

ブ

ラ

ン

コ

京

都

路

草

神
島
を
太
古
に
か
へ
す
蝉
し
ぐ

れ

福

岡

狸

住

庵

御
食
さ
さ
ぐ
沖
の
宮
居
に
虻
群

れ

て

東

郷

有

吉

春

子

郵
便
の
届
き
し
気
配
浴
衣
縫
う

門

司

永

島

哲

夫

銀
天
街
を
燕
飛
び
い
て
薄
暑
か

な

久

留

米

篠

田

太

郎

坊

雨
傘
の
雫
尾
を
ひ
く
梅
雨
の
汽

車

大

井

安

部

重

郎

と
こ
ろ
て
ん
あ
が
な
ふ
硬
貨
旅

終

る 宗
像
大
社
歌
会

俳
句
作
品
集
全
一幽

先
進
国
と
し
て
の
リ
ス

ク

と

好

機

と
こ
ろ
で
日
本
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
八
条
国

に
移
行
し
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
加
盟
国
と

な
っ
た
が
、
そ
の
結
果
、
国
際
的
な
取

り
き
め
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
義
務
を
負

う
こ
と
に
な
り
、
新
し
い
問
題
が
生

じ
迄
袷
し
か
し
こ
れ
は
、
日
本
の
発
展

が
つ
い
に
こ
う
い
う
国
際
的
な
擬
構
に

加
盟
す
る
形
に
ま
で
進
ん
で
き
た
、
と

い
う
よ
う
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
国
際
機
構
に
加

盟
し
た
こ
と
か
ら
発
生
す
る
政
策
上
の

問
題
点
は
あ
っ
て
も
、
わ
れ
わ
れ
第
三

者
の
立
場
に
あ
る
も
の
と
し
て
は
、
た

と
え
ば
ジ
ェ
ノ
バ
の
国
際
通
商
貿
易
会

議
に
お
い
て
、
日
本
は
す
で
に
先
進
国

側
に
立
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
よ
う
に

変
化
し
て
き
た
周
囲
の
条
件
に
対
し
、

日
本
が
こ
れ
か
ら
ど
う
対
処
し
て
い
く

口
重
役
や
社
凸
は
先
ず
自
己
の
立
場
を

作
る
事
を
先
に
し
、
事
勿
れ
主
義
を

採
る
事
と
な
り
易
い
。
個
人
経
営
の

よ
う
に
己
れ
を
忘
れ
、
魂
迄
も
打
込

み
、
命
迄
も
と
云
う
徹
底
し
た
気
分

に
な
れ
な
い
制
度
で
あ
る
。
お
座
な

り
と
な
り
自
己
本
位
と
な
る
の
は
組

織
の
罪
で
あ
る
。

吾
々
が
官
庁
の
規
律
秩
序
の
本
体

を
想
像
し
得
ざ
る
如
く
役
人
や
会

社
員
は
、
吾
々
の
仕
事
の
活
き
た
る

行
き
方
を
想
像
し
了
解
し
得
な
い
の

で
あ
り
ま
す
や
此
れ
等
の
事
は
組
織

が
斯
く
す
る
の
で
あ
っ
て
組
織
の
変

更
の
忽
に
す
べ
か
ら
ざ
る
事
を
知
る

の
で
あ
り
ま
す
。
此
れ
以
上
の
説
明

は
真
に
苦
労
を
し
た
人
と
の
間
に
、

以
心
伝
心
に
毒
・
外
な
い
の
で
あ
り

ま
し
て
、
理
論
的
説
明
は
却
っ
て
主

張
を
薄
弱
な
ら
し
め
、
誤
解
を
招
く

恐
れ
が
あ
る
の
で
あ
、
ま
す
。

吾
々
は
説
く
を
止
め
垂
岩
を
廃
し
、

旧
式
の
誇
り
を
甘
受
し
、
只
衝
寒
竹

に
努
め
て
来
た
の
で
あ
り
ま
す
。
忍

苦
三
十
年
自
ら
の
力
の
偉
大
な
る
を

確
然
と
認
識
し
て
居
る
の
で
あ
り
ま

す
。
何
を
苦
し
ん
で
組
織
を
聖
里
し

て
退
歩
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
ょ
う

や
。
出
光
商
会
の
よ
う
な
素
質
を
持

た
ず
、
株
式
組
織
の
方
法
に
よ
風

自
己
を
強
化
せ
ん
と
す
る
も
の
に
は

出
光
佐
三
一
問
一
答
シ
リ
ー
ズ
⑬

~

う
チ
ャ
ン
ス
を
と
ら
え
る
か
と
い
う
問

題
で
あ
る
と
考
え
る
。
い
わ
ゆ
る
中
進

国
、
後
進
国
と
い
う
も
の
は
先
進
国
の

経

営

と

狸

Ｐ

宮

出
方
を
非
常
に
心
配
す
る
も
の
だ
が
、

日
本
は
こ
の
中
進
国
と
い
う
状
態
か
ら

抜
け
出
た
と
い
う
こ
と
で
ま
っ
た
く
新

し
い
環
境
に
立
っ
て
き
て
い
る
と
い
え

る
。
逆
に
世
界
の
経
済
機
構
の
側
か
ら

い
え
ば
、
最
近
の
変
化
の
も
っ
と
も
大

き
な
要
素
が
、
先
進
国
な
み
の
日
本
の

Fは

５
出
光
に
は
資
本
家
は
い
な
い

質
問
さ
き
ほ
ど
、
仲
よ
く
す
る
た
め

に
は
搾
取
が
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
と
言
わ

れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
出
光
さ
ん
が
日

頃
「
自
分
は
章
本
家
で
は
な
い
」
と
言

わ
れ
る
こ
と
シ
壱
密
接
に
関
連
し
て
い

る
よ
う
で
魂
出
光
さ
ん
は
出
光
興
産

の
創
業
者
で
あ
り
、
現
在
、
出
光
の
株

式
の
一
割
表
持
っ
て
お
ら
れ
る
。
世
間

一
般
の
常
識
か
ら
言
え
ば
、
出
光
さ
ん

か
と
い
う
点
に
関
心
が
あ
る
。
そ
し
て

さ
ら
に
今
後
わ
れ
わ
れ
が
注
目
し
て
い

き
た
い
の
は
、
世
界
の
経
済
機
構
が
ど

の
寺
っ
に
変
化
し
、
そ
こ
に
日
本
が
ど

適
当
な
万
法
で
あ
り
ま
玄

出
光
商
会
が
一
部
を
株
式
組
織
に

変
更
し
た
の
は
、
御
都
合
主
義
で
あ

る
。
便
宜
主
義
で
あ
る
。
支
那
に
於

て
は
株
式
会
社
の
石
板
が
便
利
で
あ

る
。
満
州
に
お
い
て
は
株
式
会
社
を

要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
外
地
は
序

に
し
た
と
云
う
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ

、
ま
す
。
三
十
年
の
永
き
経
験
と
不

断
の
努
力
ば
、
古
き
店
員
を
し
て
出

光
主
義
な
る
も
の
を
確
固
と
認
識

し
、
体
得
し
て
居
る
の
で
あ
り
ま
し

て
、
御
都
合
主
義
の
組
織
変
更
位
で

は
、
最
早
や
店
員
の
思
想
が
動
揺
し

た
り
、
変
化
し
た
、
矛
ろ
危
険
が
無

く
な
っ
た
の
で
あ
、
ま
す
。
治
に
居

て
乱
を
忘
れ
ず
乱
に
居
て
治
を
忘
れ

ず
、
動
中
静
、
静
中
動
あ
り
、
死
中

活
を
得
る
の
境
地
に
達
し
得
た
か
ら

で
あ
、
ま
す
」
（
「
人
間
尊
重
五

十
年
」
三
二
’
三
ペ
ー
ジ
）

出
に
つ
い
て
い
か
に
恐
れ
て
い
る
か
と

い
う
こ
と
は
、
日
本
の
人
び
と
に
理
解

し
が
た
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。今
後
日
本
は
、
他
の
先
進
国
と
肩
を

な
り
べ
て
、
種
々
の
経
済
政
策
を
打
ち

だ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け

ろ
で
話
し
ま
し
た
が
、
学
生
時
代
に
大

阪
の
金
持
の
や
け
方
を
見
て
〃
黄
金
の

奴
隷
と
客
勺
な
〃
と
言
っ
て
金
持
に
反

感
を
持
ち
、
そ
れ
以
来
、
黄
金
の
奴
隷

に
な
ら
な
い
経
営
を
い
ま
ま
で
や
っ
て

き
て
お
る
。
そ
れ
か
ら
内
池
先
生
が
事

業
の
社
会
性
を
説
か
れ
て
、
商
売
と
は

金
も
う
け
じ
ゃ
な
い
と
言
わ
れ
亀

搾
取
と
は
言
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
事
業

の
社
会
性
と
い
う
こ
と
は
、
い
わ
ば
金

登
場
で
あ
る
と
も
い
え
る
わ
け
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、
日
本
の
自
動
車
産
業
は

開
放
体
制
と
い
う
こ
と
に
相
当
神
経
を

使
っ
て
い
る
と
い
う
こ
迄
だ
が
、
そ
れ

と
対
象
的
に
、
他
の
先
進
国
が
日
本
の

ト
ラ
ッ
ク
あ
る
い
は
オ
ー
ト
バ
イ
の
進

は
軍
本
家
と
な
、
ま
す
が
、
「
自
分
は

資
本
家
で
は
な
い
」
と
言
わ
れ
る
と

き
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
尋
舎
宮
わ
れ

て
い
る
の
か
お
聞
き
し
た
い
。

出

光

形

よ

ｎ

も

内

容

実

質

が

問
題
で
す
よ
。
私
は
事
業
を
始
め
た
と

き
か
ら
章
本
家
と
し
て
の
道
を
歩
い
た

こ
と
は
な
い
。

さ
き
ほ
ど
、
私
の
生
い
た
ち
の
と
こ

何

か

ド

ラ

ッ

カ

ー

品
の
三
倍
の
量
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
輸
出

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
式
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
と
の
競
争
を
非
常
に
恐
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
新
し
い
製
品

月
体
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
等
十
分
対
抗
で
き

る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
古
い
製
品
と

一
緒
に
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
会
社
が
つ
く

っ
て
い
る
と
い
う
現
状
だ
か
ら
で
あ

る
。
そ
こ
で
ア
メ
リ
カ
政
府
は
こ
の
ち

ょ
っ
と
古
く
な
っ
た
化
学
産
業
に
対
し

わ
れ
る
か
、
そ
し
て
そ
れ
を
ど
の
よ
う

に
と
ら
え
て
日
本
の
長
所
を
伸
ば
し
て

い
け
ば
よ
い
か
、
と
い
う
そ
の
判
断
は

非
常
に
む
ず
か
し
い
問
題
で
あ
る
。

垂
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
例
で
あ
る
が
、

ア
メ
リ
カ
の
化
学
産
業
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

だ
が
、
そ
こ
に
で
て
く
る
危
険
の
種
類

澤
誹
塵
深
澤
鋤
詫
翫

の
力
で
搾
取
す
る
こ
と
、
言
い
か
え
れ

ば
画
い
占
め
、
売
り
惜
し
み
を
や
っ
て

金
の
力
で
無
用
の
中
間
搾
取
葬
矛
る
こ

と
、
そ
う
い
う
こ
と
を
す
る
な
、
と
い

う
こ
と
な
ん
で
す
、
そ
こ
で
私
は
そ
れ

を
実
行
し
て
き
迄
袷
そ
れ
か
ら
事
業
を

始
め
る
と
き
、
日
剛
さ
ん
が
「
こ
の
金

は
登
別
に
や
る
の
だ
か
ら
返
す
に
は
お

よ
ば
な
い
。
利
子
も
払
わ
ん
で
よ
い
。

私
は
経
営
に
興
味
は
な
い
か
ら
営
業
報

告
も
い
ら
″
路
た
だ
親
に
孝
行
し
て
兄

弟
仲
よ
く
せ
よ
。
そ
し
て
主
義
を
一
貫

せ
よ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
は
、
人
間
の

世
界
の
あ
り
方
、
無
私
、
陰
徳
の
あ
り

方
を
教
え
ら
れ
た
わ
け
で
、
私
は
そ
れ

を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
き
た
の
だ
か
ら
、

日
田
さ
ん
か
ら
も
ら
っ
た
金
を
会
社
に

出
し
て
利
子
を
も
ら
っ
た
こ
と
も
な
け

れ
ば
、
配
当
を
も
ら
っ
た
こ
と
も
な

い
。私
は
個
人
商
店
の
当
初
か
ら
月
給
取

り
で
き
て
い
る
。
私
の
経
歴
を
見
れ

ば
．
章
本
家
で
な
い
と
い
う
こ
と
は
一

目
瞭
然
で
お
わ
か
り
に
な
る
と
思
い
ま

玄
社
外
に
対
し
て
は
，
消
費
者
の
た

め
に
供
給
を
安
定
さ
せ
て
暴
利
は
と
ら

な
い
、
石
油
の
こ
と
は
お
ま
か
せ
く
だ

さ
い
と
言
っ
て
き
て
お
る
し
、
従
業
員

に
対
し
て
は
、
こ
れ
を
育
て
よ
う
と
い

う
こ
と
で
搾
取
す
る
考
え
は
毛
頭
な
か

２
、
こ
の
従
業
員
を
育
て
る
と
い
う

こ
と
は
、
章
本
家
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
だ
と
思
う
ん
で
す
。
育
て
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
か
只
誠
貢
定
年
制
は

必
要
が
な
い
。
だ
が
育
て
る
の
は
愛
情

だ
け
で
は
い
け
な
い
。
ほ
ん
と
う
の
愛

情
は
鐡
練
し
な
け
れ
ば
実
行
力
が
で
き

な
い
し
、
人
の
た
め
に
も
尽
く
せ
る
も

パ
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
輸
入
す
。
化
学
製

~

保
護
政
策
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

私
は
数
カ
月
前
に
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統

領
の
依
頼
を
垂
喬
Ｋ
特
別
の
委
員
会
の

長
と
し
て
、
こ
の
問
題
を
徹
底
的
に
検

討
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
で
た

結
論
と
い
う
の
は
、
従
業
員
敵
、
売
上

高
な
ど
か
ら
み
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら

の
輸
入
を
阻
止
耳
○
よ
り
も
、
よ
り
多

く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
売
る
こ
と
に
よ
っ
て

ア
メ
リ
カ
は
得
を
す
る
の
だ
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
は
経
済
学
者
あ
る
い

は
実
業
家
と
し
て
こ
の
問
題
を
考
宛
た

場
合
で
あ
り
、
そ
う
い
う
場
合
は
比
較

的
簡
単
に
答
が
で
る
の
だ
が
、
残
念
な

が
ら
ア
メ
リ
カ
大
統
領
は
、
経
済
学
者

で
も
実
業
家
で
も
な
－
、
一
人
の
政
治

家
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
問
題
の
む
ず

か
し
さ
が
あ
る
。

（

つ

づ

く

）

す
る
こ
と
は
責
め
わ
れ
な
い
と
い
う
こ

と
は
、
蘆
本
家
の
や
る
こ
と
で
、
そ
れ

じ
ゃ
公
平
で
な
い
。
私
は
、
店
員
が
真

面
目
に
働
く
よ
う
に
指
導
し
て
そ
れ
を

見
て
お
っ
て
、
不
真
面
ヨ
ズ
ボ
ラ
な

も
の
は
叱
り
つ
け
差
佑

私
は
こ
う
い
う
こ
と
を
よ
く
言
っ
た

で
す
し
、
結
果
は
見
る
必
要
は
な
い
。

仕
事
は
一
生
け
ん
め
い
に
全
力
を
尽
く

し
て
や
っ
て
お
れ
ば
そ
れ
で
よ
ろ
し

い
。
そ
の
結
果
は
そ
の
と
き
の
事
情
に

よ
っ
て
い
い
結
果
も
出
れ
ば
、
悪
い
結

果
も
出
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
生
け

ん
め
い
や
っ
て
お
れ
ば
、
だ
い
た
い
に

お
い
て
い
い
結
果
が
得
ら
れ
る
。

（

つ

づ

く

）

る
。
そ
の
た
め
に
．
ま
ず
自
分
が
先
頭

に
立
っ
て
努
め
て
難
関
を
歩
い
て
い

る
。
こ
れ
が
愛
情
の
大
き
な
あ
ら
わ
れ

で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
ね
。
生

活
を
安
定
女
せ
る
だ
け
の
愛
情
は
た
い

て
い
の
人
は
や
れ
る
と
思
う
が
、
難
関

を
み
ず
か
り
歩
ん
で
、
自
分
が
先
頭
に

立
っ
て
店
員
を
鍛
練
し
た
こ
と
は
、
非

常
に
大
き
な
愛
慣
だ
っ
た
と
思
う
ん
で

す
℃
こ
れ
は
私
が
資
本
家
で
な
い
か
ら

そ
う
し
た
と
思
う
ん
で
寺
毛
』

そ
れ
か
貝
自
分
の
自
由
を
尊
重
す

る
ご
と
く
店
員
の
自
田
も
尊
重
し
な

け
れ
ば
な
っ
な
い
。
自
分
だ
け
独
立
自

営
と
言
っ
た
っ
て
店
員
を
搾
取
し
て
は

な
ん
に
も
な
ら
な
い
。
出
光
で
は
店
員

に
自
由
を
与
え
る
た
め
に
権
限
の
規
定

が
な
い
。
自
由
に
や
ら
せ
れ
ば
必
ず
失

敗
す
る
場
合
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
店
員

の
失
敗
だ
け
弄
責
め
て
、
自
分
が
失
敗

の
馬
鹿
息
子
に
夢
亀
そ
れ
で
鍛
練
す

の
に
な
り
な
い
。
言
い
か
え
れ
ば
金
持

》

。
暑中御見舞申 し上げ すま
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惣
蛇
大
明
神
と
て
末
計
汚
り
。
昔

惣
蛇
淵
に
蛇
す
み
人
を
多
く
取
申

故
祭
神
に
仕
り
惣
蛇
大
明
神
と
申

也
○
近
代
ま
で
文
字
も
蒼
蛇
と
書

た
れ
ど
も
、
社
八
八
大
夫
吉
田
に

卜
方
惣
社
と
書
上
申
故
、
今
は
惣

社
と
申
也
○
惣
社
の
社
人
の
初
め

は
、
中
間
村
の
庄
屋
蔵
之
悉
と
申

者
中
山
村
の
社
人
の
弟
を
聟
に

取
、
我
等
祖
父
に
願
申
候
て
社
人

に
仕
立
候
○
左
近
と
申
寺
や
左
近

子
八
本
表
~
寛
文
の
比
（
頃
）
吉

田
に
上
り
出
羽
と
改
申
、
今
社
人

二
代
に
て
候
○

す
な
わ
ち
、
総
社
神
社
は
中
世
に
は

蒼
蛇
大
明
神
と
よ
び
、
篠
隈
神
社
の
末

社
で
あ
っ
た
と
い
一
宅
（
現
在
唐
戸
水

門
の
近
く
に
厳
島
神
社
が
あ
る
が
、
こ

こ
が
蒼
蛇
山
で
、
総
社
神
社
の
旧
辻
で

診
亀
厳
島
神
は
の
ち
堀
川
開
削
に
当

り
、
そ
の
守
神
と
し
て
祭
わ
れ
た
も
の

）
と
こ
ろ
で
中
間
村
の
庄
屋
蔵
之
蒸

が
鞍
手
郡
中
山
村
の
社
人
（
中
山
の
八

剣
神
社
か
）
の
弟
左
近
を
婿
に
む
か
え

正
次
の
祖
父
に
依
頼
し
て
神
人
に
仕
立

塞
葱
私
鏑
恥
華
謂
ま
る
一

且

郎

し

先庵

ｈ

〆

太

薮

な

像

誌

方

か

宗

や

一
一
南
華

ハ

ネ

セ

ン

ナ

こ
れ
で
軟
膏
を
作
る
。
い
ろ
い
ろ
調

製
法
は
あ
ろ
う
が
、
要
す
る
に
薬
に
含

有
す
る
、
ク
リ
ン
フ
ァ
ニ
ン
酸
が
効
く

の
で
あ
る
。

つ
ぎ
は
土
民
の
問
で
、
オ
バ
ッ
ト
・

サ
キ
●
プ
ロ
○
ケ
異
協
丙
拝

己
：
Ｈ
ｇ
（
腹
痛
薬
）
と
し
て
愛
用
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
葉
ば
か
り
で
な
く

木
質
部
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
潟
下

と
止
潟
の
両
方
の
成
分
が
含
ま
れ
て

い
る
。
こ
う
い
っ
た
生
薬
が
病
気
を
こ
じ
ら

せ
ず
無
理
が
な
く
て
よ
い
。
た
と
え
ば

南
洋
土
民
の
死
亡
率
の
大
部
分
を
占
め

＝＝宗像薮庵先生
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宗
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竹
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湯なりし頃

像太郎坊
~

て
た
が
、
こ
れ
が
総
社
宮
の
神
職
、
伊

藤
氏
の
初
代
だ
と
い
一
亀
正
次
は
別
の

譲
状
に
、（
前
略
）
庄
屋
内
蔵
尉
兄
式
部
太

夫
に
申
候
嶢
其
の
方
は
宮
数
あ

ま
た
所
持
被
し
申
候
間
是
非
左

近
に
宮
を
一
社
く
れ
候
へ
、
左
候

は
ば
、
神
職
に
仕
立
可
レ
申
被
レ

申
匠
Ⅸ
式
部
た
め
に
は
め
い
む

こ
（
姪
婿
）
の
事
に
候
へ
ぱ
、
彼

蒼
蛇
の
社
を
左
近
に
ゆ
づ
り
申

曙

（

後

略

）

と
述
べ
て
い
る
。

正
次
は
上
津
役
の
神
職
（
熊
野
神
社

か
）
伊
藤
惣
太
夫
の
子
で
あ
る
が
、
黒

崎
村
の
神
職
、
波
多
野
正
治
の
嗣
子
、

正
房
が
早
世
し
た
た
め
、
正
房
の
妹
に

入
婿
し
て
波
多
野
家
を
継
い
だ
人
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
「
兄
式
部
太
夫
」
と

は
正
房
の
こ
と
で
参
亀
ま
た
「
左
近

を
神
職
に
仕
立
て
た
祖
父
」
と
は
、
実

家
上
津
役
の
伊
藤
氏
の
祖
父
と
思
わ
れ

る
。
譲
状
に
よ
る
と
、
こ
の
左
近
の
子

八
太
夫
が
京
都
の
吉
田
に
上
っ
て
「
蒼

蛇
」
を
「
惣
社
」
と
書
き
改
め
だ
も
の

で
、
こ
れ
が
後
の
紛
争
の
原
因
と
な
っ

ｎ
止
潟
に
な
っ
た
り
す
る
の
で
あ

る
。私
は
生
葉
を
飯
蔵
で
煎
じ
て
多
数
の

廻
っ
た
が
、
バ
ン
ジ
ロ
ウ
（
ジ
ャ
ン
プ

ー
）
は
あ
る
が
、
ハ
ネ
セ
ン
ナ
（
ゲ
リ

ン
ガ
ン
）
に
は
ま
だ
お
目
に
か
か
っ
た

こ
と
は
な
い
。

油

椰

子

ク
ワ
ラ
シ
ン
パ
よ
り
や
が
て
州
境
に

主
っ
に
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
わ

た
し
は
い
ろ
い
ろ
ど
内
地
の
植
物
園
を

な
気
が
す
る
。
印
度
の
己
昌
冒
亀

ア
ロ
ロ
］
博
士
は
、
生
葉
一
○
○
瓦
に

水
で
三
分
の
二
に
薄
め
た
鰭
酸
四
五
○

瓦
を
加
え
．
一
○
’
一
二
日
間
浸
し

炉
過
鴬
汐
液
を
蒸
発
六
ぜ
て
得
た

軟
い
エ
キ
ス
を
用
い
て
い
る
。
種
子
は

駆
虫
作
用
が
あ
り
、
捨
て
る
と
こ
ろ
が

な
い
。
日
本
も
だ
ん
だ
ん
暖
か
く
な
っ

て
く
る
の
で
、
ハ
ネ
セ
ン
ナ
が
生
え
る

た
漢
方
医
が
団
扇
片
手
に
出
て
来
号
っ

匂
い
と
い
う
も
の
は
良
い
も
の
で
、
遠

く
か
り
で
も
薫
呵
が
流
れ
て
来
て
「
あ

っ
、
煎
じ
て
る
な
」
と
い
う
こ
と
が
わ

か
る
。
何
処
か
ら
か
チ
ョ
ン
鱈
を
ゆ
っ

労
務
者
と
兵
に
使
用
し
七
句
煎
じ
薬
の

と
な
り
、
慢
性
に
種
付
し
、
つ
い
に
は

肝
膿
瘍
と
な
っ
て
死
亡
す
る
。
こ
の
よ

う
な
疾
患
に
は
作
用
が
マ
イ
ル
ド
で
よ

い
。
‐
服
用
量
に
よ
り
潟
下
と
な
っ
た

て
い
る
。

天
岨
一
年
（
一
七
八
三
年
）
に
波
多

野
氏
管
童
の
八
王
子
神
社
の
置
札
が
五

枚
盗
ま
れ
て
以
来
、
紛
争
は
延
々
五
十

年
続
く
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
宝
暦

初
年
（
宝
暦
元
年
は
一
七
五
一
年
）
に

書
か
れ
た
と
い
う
総
社
宮
の
縁
起
に

は
、
す
で
に
「
仲
哀
天
皇
の
時
柿
威
現

れ
、
考
謙
天
皇
、
神
護
景
雲
年
中
（
七

六
七
年
－
七
六
九
年
）
に
総
社
の
号
定

ま
る
と
一
再
凡
総
社
と
称
す
る
は
一
国

総
社
の
義
な
恥
統
巳
奉
書
紀
書
一
文

武
天
皇
大
宝
二
年
丁
酉
先
是
征
一
一
薩

摩
隼
人
一
暁
祷
二
祈
太
宰
府
所
部
神

九
所
一
実
頼
三
神
威
一
達
子
一
荒
賊

一
麦
奉
二
弊
帛
一
以
養
其
レ
祷
焉
云

々
と
見
え
た
り
。
此
文
中
九
所
あ
る
は

九
国
に
て
国
々
の
総
社
な
る
べ
け
れ

ば
、
当
国
は
即
此
社
な
る
べ
し
。
」
と

誼
上
け
ら
れ
て
い
怠
郡
代
や
大
庄
屋

の
中
に
は
、
総
社
神
社
を
特
別
扱
い
に

し
て
、
公
務
の
祈
祷
葬
行
わ
せ
な
も

の
も
あ
っ
た
ら
し
く
、
弘
化
四
年
（
一

八
四
七
年
）
近
郊
七
社
の
宮
司
が
連
名

で
時
の
郡
代
に
「
私
共
奉
仕
村
々
氏
神

社
は
惣
社
宮
之
摂
社
、
末
社
の
形
に
陥

り
候
形
勢
に
付
」
と
、
訴
参
○
程
で
あ

っ

迄

砲

（

続

）

て
遮
断
磯
が
降
り
て
い
る
。
こ
れ
よ
り

ア
チ
エ
王
国
と
も
別
離
を
告
げ
て
、
東

海
岸
州
に
入
る
。
こ
こ
に
来
る
と
オ

ラ
ン
ダ
人
が
幅
を
効
か
し
て
い
る
。
行

く
道
道
左
右
に
油
椰
子
園
が
多
い
。

東
海
岸
州
は
油
椰
子
の
生
産
地
で
、
ゴ

ム
煙
草
に
次
ぐ
重
要
産
物
で
あ
る
。
油

椰
子
の
原
産
地
は
西
ア
フ
リ
カ
で
、
蘭

印
に
輸
入
さ
れ
た
の
は
．
一
八
四
八
年

で
あ
る
。
西
ア
フ
リ
カ
か
り
煙
に
四
本

の
苗
が
ジ
ャ
ワ
の
ボ
イ
テ
ン
ゾ
ル
グ
植

物
園
に
移
植
さ
れ
、
こ
こ
で
実
の
っ
た

種
が
、
ス
マ
ト
ラ
の
東
海
阜
州
に
送
わ

れ
、
今
日
の
盛
況
を
見
る
に
至
っ
た
の

で
あ
る
。
日
本
人
の
農
園
も
あ
り
．
野

村
東
印
度
拓
殖
・
ス
マ
ト
ラ
拓
殖
・

熱
帯
産
業
等
が
外
人
農
園
に
伍
し
て
活

題
し
て
い
迄
姑
こ
れ
ら
の
従
業
員
二
世

の
た
め
、
メ
ダ
ン
に
日
本
人
小
学
校
が

出
来
た
ほ
ど
で
あ
冒
始

普
通
油
椰
子
だ
け
で
な
く
ゴ
ム
も

栽
培
し
て
い
る
農
園
が
多
い
が
、
そ
の

広
大
な
こ
と
、
自
家
用
の
汽
車
が
走
っ

て
い
て
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
ち
ょ
っ
と

し
た
駅
が
あ
る
。
初
め
て
見
た
時
は
、

ど
う
や
っ
て
乗
る
の
か
、
わ
れ
わ
れ
は

乗
っ
て
い
い
の
か
、
切
符
は
何
処
で
売

っ
て
い
る
の
か
と
思
っ
た
も
の
で
あ

る
。
農
園
の
従
業
員
の
た
め
に
走
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
（
つ
づ
く
）

善
く
ｂ
小
さ
い
蚕
所
が
あ
り
垂
言
か
い




